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研究成果の概要（和文）：本研究は従来未邦訳であったデカルトの医学・生理学関係の文書と数学・自然学関係
の文書を周辺の関連文書・証言も含めて翻訳し、詳細な注解及び解説を付すことによって、それらの文書の意義
と１７世紀の思想において占める位置を明らかにすることを目的とするものであった。そのため、狭義のデカル
ト哲学研究者のみならず、内外の解剖学・医学史・数学史・科学史の専門家が参加する医学部門及び数学・自然
学部門の二研究班を組織し、研究にあたり、それぞれ、その研究成果を『デカルト　医学論集』(２０１７年)、
『デカルト　数学・自然学論集』(２０１８年)として法政大学出版局から刊行し、広く社会に公開した。

研究成果の概要（英文）：We made it a goal of this research program to change all scientific 
documents of Descartes into Japanese that had never been translated before and to give the detailed 
annotations for them that would throw light on their meaning and important role in the intellectual 
history of early modern period. For this purpose, two study groups were set up: one was a medical 
and physiological study group, and the other is a mathematical and physical study group. Each group 
consisted of multi-disciplinary scholars. Their results were published as two books entitled "
Descartes, Medical Papers" and "Descartes, Mathematical and Physical Papers" by the Hosei University
 Press in 2017 and in 2018. We expect our research results to become a starting point for new 
understanding of Cartesian philosophy in Japan.

研究分野：哲学・倫理学

キーワード： デカルト哲学　医学生理学史　数学史　自然学史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)2012 年より刊行が開始された『デカルト
全書簡集』全 8巻（知泉書館）によってデカ
ルトの著作のうち未邦訳のものは数学・自然
学、医学・生理学及び神学的論争文書を残す
のみとなり、それらの解読及び日本語への翻
訳が日本のデカルト研究にとって大きな研
究課題となっていた。 
 
(2)デカルトの全集としてはいわゆるアダ
ン・タヌリ版が用いられてきたが、近年、い
くつかの重要な文書が発見されるなど、新た
な校訂版全集編纂が試みられるようになっ
た。すでに完結したイタリア語版全集のほか、
フランス語版・英語版の新たなテキスト確定
の動きが進行しており、そうした動向を踏ま
えたデカルトの著作の読み直しが必要との
認識が国際的に高まっていた。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究の目的は何よりもまず、デカルト
によって書かれた文書のうち未邦訳の医
学・生理学、数学・自然学関係のものを、学
習のために筆写された文書も含めて網羅的
に収集・翻訳することにある。それとともに
詳細な注解及び解題を作成し、本研究計画の
年度内にその研究成果を著作として刊行す
ることを課題とした。日本語訳の作成にあた
っては、デカルトのテキストをめぐる近年の
国際的な動向にも注意を払い、その最新の成
果を反映させるとともに、部分的には独自の
知見によって国際的研究動向の最先端の知
見を提示することも目指した。 
 
(2)本研究の目的はデカルトの未邦訳文書の
単なる翻訳に留まるものではない。さらに、
本研究によって、デカルトのみならず、1620
年から 1650 年におけるヨーロッパ全体にわ
たる知の伝達や構築の実像を実証的に明ら
かにすることも本研究の大きな目的であっ
た。その成果は、翻訳に対する直接的な注解
のみならず、詳細な解題のなかに示すことと
した。 
 
３．研究の方法 
(1)デカルトが残した医学・生理学、数学・
自然学関係の文書はそれぞれの分野におけ
る高度に専門的な知識を前提に書かれたも
ので、狭義のデカルト研究者だけでは正確な
読解はかなり困難である。そのため、本研究
では医学・生理学と数学・自然学をそれぞれ
対象とする二つの研究班(医学部門及び数
学・自然学部門)を置き、各部門に解剖学・
医学史の専門家と数学史・科学史の専門家が
参加する研究組織を整えることとした。多分
野にわたる研究者による知見を相互に検討

することによって、本研究はその精度を高め
ることが可能となる。 
 
(2)デカルトのテキストをめぐる国際的な研
究動向を時間差なくフォローするために、現
在フランスで進行中のデカルトの新たな全
集編纂で中心的な役割を果たしているデカ
ルトの医学・生理学と数学・自然学それぞれ
の専門家に研究協力者として参加すること
を要請した。これらの海外の研究協力者とは
メールによって不断に意見交換を行うだけ
ではなく、日本に招聘し、直接デカルトのテ
キストをめぐる研究会を開催することにし
た。それによって、本研究が国際的な研究水
準に比して遜色のないものとなることを目
指した。 
 
(3)成果を著作として刊行する研究期間とし
ては、医学部門は 2年、数学・自然学部門は
3 年とし、翻訳・研究を短期的、集中的に遂
行をすることとした。 
 
４．研究成果 
(1)本研究では、医学部門と数学・自然学部
門の二班体制の研究組織が、国内外の研究協
力者の協力を得ながら、当初の計画通り各々、
研究成果を『デカルト 医学論集』(2017 年)
及び『デカルト 数学・自然学論集』(2018
年)に結実させ、法政大学出版局から刊行す
ることができた。 
 
(2)本研究が翻訳を目指した未邦訳文書は大
きく分けて５つのタイプに分類される。まず
デカルト自身が研究の最新成果を記した文
書とそれをめぐる直接的な証言で、これはさ
らに(A)デカルトの主要著作と同一の主題が
論じられる文書・証言と、(B)著作群では公
表されることのなかった成果をメモに残し
た文書に分けられる。前者の(A)によって、
デカルトの医学・自然学の生成過程、さらに
はデカルト哲学の展開過程をその着想の段
階から実証的に明らかにすることができる。
また、後者の(B)に関しては、特に数学関連
のメモでは省略された解や計算部分を確認
する作業によって、デカルトの数学史上での
適切な評価が可能となる。次に、(C)デカル
トが自分の研究のために筆写した他人の文
書である。これを見ることで、先行研究につ
いて明示的に言及する習慣のなかった 17 世
紀にあって、デカルトがどのような著作から
着想を得て、自己の体系内に取り入れていっ
たかを具体的に解明できる。さらに、(D)デ
カルトないし周辺の人物が難解なデカルト
の著作の補助として執筆し、17 世紀の学問レ
ベルにおけるデカルトの卓越性をうかがい
知ることを可能にする文書がある。最後に



(E)ライプニッツをはじめとする同時代ない
し後世の人が学習のために筆写し、デカルト
に由来するとされてきた文書である。これに
よって 17 世紀においてデカルトがどのよう
な観点から理解されていたのかが明らかと
なる。以下、この 5分類を踏まえ、研究成果
として刊行した 2著について、具体的に述べ
ることにする。 
 
(3)まず、『デカルト 医学論集』では「解剖
学摘要」「治療法と薬の効能」「動物の発生に
ついての最初の思索」「味覚について」「人体
の記述」の 5つの文書が翻訳された。これら
の文書はすべて未邦訳であったものであり、
(2)で述べた分類で行くといずれも(A)にあ
たるが、「解剖学摘要」「治療法と薬の効能」
「味覚について」などのテキストは(B)のメ
モ的要素も強い。そのため、単にテキスト本
文を読むだけでは理解が難しい個所が頻出
する。その点に配慮し、テキスト本文には、
その 3分の 1に近い詳細な注解を付した。こ
れらの文書を読み解くことで、デカルトの医
学・生理学思想が従来から知られていたよう
に実際の動物解剖による知見のみならず、ガ
レノス以来の伝統的な考え方と密接に関連
しており、ボアンをはじめとする同時代の医
学書や薬学書を広く渉猟して得られた知識
にも依拠していることを具体的に明らかに
できた。その点については、現代の解剖学知
見による解明も含め、翻訳・注解部分のほぼ
半分の量にあたる解説で詳しく明らかにし
た。また、従来意味不明とされてきた「治療
法と薬の効能」などのテキストについても、
デカルトの医学・生理学思想研究の第一人者
で新版デカルト全集の該当分野の編纂担当
者でもあるフランス・デカルト研究センター
のアニー・ビトボル=エスペリエス博士との
検討を通じて初めてその意味を明らかにす
ることができた。なお、同博士にはデカルト
の医学・生理学思想全体にわたる意義につい
て解説を依頼し、本書の序文として掲載した。
こうした序文・解説も含め、本書によって従
来具体的内容が知られていなかったデカル
トの医学・生理学思想が広く理解され、その
本格的な研究が可能となることが期待され
る。 
 
(3)数学・自然学の研究部門が発表した『デ
カルト 数学・自然学論集』は、前年に刊行
された『デカルト 医学論集』をモデルに、
翻訳と注解、それにそれぞれの文書が数学
史・科学史で占める位置の解明を含む解説か
ら成る(解説の分量は、ここでも、翻訳・注
解部分のおよそ半分に達した)。翻訳された
文書は以下の 11 編である(カッコ内は上記
(2)の分類を示す)。「ベークマンの日記」(A)、

「思索私記」(B)、「立体の諸要素のための練
習帳」(B)、「二項数の立方根の考案」(B)、「デ
カルト氏の『幾何学』のための計算論集」(D)、
「数学摘要」(C)、「屈折について」(E)、「カ
ルテシウス」(E)、「キルヒャー神父の『磁石
論』摘要」(C)、「デカルト氏が書いたと思わ
れる『哲学原理』注記」(E)、「ストックホル
ム・アカデミーの企画」(A)。このように、
本書には『医学論集』所収の文書よりも多様
な性格をもつ文書が収められており、その多
様性によってデカルトの数学・自然学思想が
17 世紀の文脈で占めていた位置をより具体
的に示すことが可能になった。また、「二項
数の立方根の考案」については諸テキストの
連関を検討することによって、写本について
の新たな発見も行うことができた。本書も、
海外の研究協力者としてフランスの新版デ
カルト全集の関連個所のテキスト編集・解説
を担当したストラスブール大学フレデリッ
ク・ド・ビュゾン教授の参加を得た。教授に
は、頻繁に研究に対して助言してもらっただ
けではなく、本書の序文執筆も依頼した。そ
の序文は、多様性に満ちたデカルトの数学・
自然学思想について全体的な見通しを与え
てくれる。本書によって、日本における数学
史・科学史研究の現在の水準は十全に示すこ
とができたと思われる。 
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